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 要  旨 
近年、液晶ディスプレイは年々大型化、そして高解像度化が要求されている。液晶のドライバ IC
にはそれにより、以下の特性が求められる。高解像度、セットリング時間の短縮、広い電圧スイ
ング、低消費電力化である。液晶ドライバは一般的に、カラムドライバ、ゲートドライバ、タイ
ミングコントローラ、参照電源から成る。カラムドライバは主に、シフトレジスター、インプッ
トレジスター、データ変換、デジタル－アナログ変換（DAC）、そして出力バッファで構成され
る。これらの中で、出力バッファはカラムドライバの中に 300個以上搭載されており、カラムド
ライバの速さ、解像度、電圧スイング、消費電力、チップ面積を決める大きな要素になる。何 100
個もの出力バッファがとうさいされていることから出力バッファの静的状態での消費電力は低消
費電力を目的とするならば、抑える必要のある特性である。さらにピクセルデータはフレーム単
位で更新され、出力バッファはその度に駆動される。結果出力電圧は、フレーム周波数と走査線
の数によって決まる「水平走査時間内」に決定する必要がある。さらに LCD 出力バッファはよ
り多くの数の階調に対応するために Rail-to-Railで駆動できることが求められる。 
 従来回路[1]は大きな負荷容量を想定し作られた構成である。負荷容量が大きいため、その負荷
容量だけで位相補償になることができる。小さな負荷容量になると位相補償が十分ではなく入力
のステップに対してチャタリングが大きくなってしまう。近年ではディスプレイのサイズは様々
である。テレビからスマートフォンまで大きさもさまざまで負荷容量も変化が大きいと考えられ
る。そこで、負荷の変動に強くかつ低消費電力な電圧バッファを提案する。 
 評価は HSPICE にて行い、DC 解析、AC 解析、Transient 解析にて評価した。提案した回路
は 200pF で位相余裕 45 度を持たせることができ、小さな負荷容量に対しても安定な動作が可能
であることが確認できた。 
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